
２００３年８月１９日に観測された
フレアカーネルのＨαスペクトル

小田村 愁 本田遼平 津田和昌 （京都府立洛東高等学校２年）

１，はじめに

私たちは、８月１９日から五日間、京都大学花山天文台で行われた太陽館観測の実習に参加

しました。実習初日、機器調節中に太陽の西端にあった黒点群 でフレアカーネルNOAA0435
が発生しました。機器調節中だったので、スリット幅未調整のまま観測を始めました。

２、フレアとは

黒点上空の磁場に閉じこめられたプラズマが爆発する

現象だといわれています。その際に、Ｘ線，電波、強い

可視光線、プラズマが放出され、地球にやってきて様々

な影響を与えます。特に可視光線では、太陽本体がほと

んど水素でできているために、Ｈα線の強度が大きく変

動します。フレアのコンパクトに光っている部分をカー

ネルと呼びます。今回観測された現象は、フレアカーネ

ルと思われます。

３，観測装置

花山天文台の７０ｃｍシーロスタット望遠鏡と付属の

高分散分光器を利用しました。しかし、スリット幅がか

図１ ＮＯＡＡ０４３５で観測されたなり大きかったため、分解能はかなり落ちてます。

フレアカーネルのＨα画像

４，観測

２００３年８月１９日世界時２時２５分から４３分まで１７枚のＨα領域のスペクト

ルデータを得ました。

図２ 観測されたＨαスペクトルの例

図３輝線成分の時間変化 正規化したフレアのスペ

クトルから正規化したバックグラウンドを差し引い

たもの。コンティニュームを１，バックグラウンド

を０としている。
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５，解析結果

（１）Ｈα輝線の相対強度比が での線幅中央値（波長）の変化を測定 （図４）0.075 。

（２）Ｈαの放出エネルギー量の時間変化（図５）

上：図４

0.075相対強度

所のＨα線の中

央波長の観測波長

とＨα線の理論波

長の差の変化を視

線速度で表した。

下：図５

フレアのはＨα

での放射エネルギ

ー量の時間変化。

６，まとめと考察

①フレアが起こった初期の短時間に視線速度の変化とエネルギー量の変化が観測さ

れた。変化の傾向は良く似ている。

②視線速度の変化は、赤方変位で 程度であった。4km/s
③Ｈαの放射エネルギー量は４～６×１０＾２３ 程度であった。erg/s

７，謝辞
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